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[image: image1.wmf]　　４月25日に開幕した第７回イレブン杯春季リーグは翌26日第２節を，29日に第３節を迎えた。ディビジョン１ではコンサドーレ旭川が苦しみながらも開幕３連勝を飾り，カブスリーグのチームである底力を見せました。また，明星が開幕戦を連勝で飾り好スタートを切りました。
第２節　４月26日（日）コンサフィールド東川 
D1 コンサドーレ旭川３－０（１－０）広　陵
得点者　石井（27分），森木健（53分），渡部（56分）（コ） 
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　序盤コンサは森木健，高橋を中心にショートパスを細かくつないで攻める。広陵は富樫，吉田を裏のスペースに走らせてカウンターをねらう。運動量で勝るコンサが，高い位置でボールを奪い石井や岡本のポストプレーや森木厚のサイドアタックからチャンスを作るも，ゴールは奪えず。27分コンサ高橋のＣＫを石井が高い打点のヘッドであわせて先制する。後半ボールポぜッションンで勝るコンサに対し広陵は，吉田，富樫がドリブルで持ち込むもののシュートには至らない。53分コンサ森木健が中央やや右からミドルシュートを決める。56分には石井のスルーパスからコンサ渡部がＤＦと競りながら豪快にけり込み駄目押しの３点目をあげた。 
D2B 美　瑛３－０（２－０）留　萌
得点者　嵯城（15分，18分，45分）（美） 
　立ち上がりはシンプルにＦＷへボールを入れる美瑛が主導権を握る。梶，浦島，後路がドリブルシュートを放つ。対する留萌も中盤で短いパスをつなぎながら⑨がゴールに向かう。前半10分過ぎからは留萌もペースをつかみ，藤井のドリブルやサイドからのクロスでゴール前へボールを運ぶシーンが出るが，シュートは枠を外れる。多くのチャンスの中から美瑛は，15分嵯城が右ＣＫから先制点をあげると，18分には再び嵯城が後路のパスを受けて追加点。後半は中盤での争いを制したシュートまでもっていくオープンなゲーム展開になり，両チーム同じ位チャンスを作ったが45分嵯城がまたも右ＣＫから決めてハットトリックを完成した。
D2C 東神楽２－２（２－１）附　属
得点者　駒谷（22分），根本（24分）（東）久保（21分），楠（48分）（附）
警　告　村井，冨田（東） 
　前半は風上の附属が押し気味に試合を展開。対する東神楽は，倉橋，平岡を基点にカウンターを試みるが，附属守備陣のラインコントロールにより攻撃の芽をつまれる。附属は21分ＣＫから久保が先制点をあげる。しかし，東神楽は22分カウンターから駒谷が同点ゴールを決める。勢いにのる東神楽は24分左からのクロスボールを根本がヘッドで押し込んで逆転する。しかし粘る附属は48分ゴール前の混戦から楠が押し込んでドローに持ち込んだ。
D2A 神居東２－２（２－２）東　川
得点者　加藤（２分），村中（６分）（神）高畑（９分），白木（23分）（東）
　立ち上がり神居東が相手の裏にボールを送り，２分にはＤＦラインの裏に抜け出した加藤が，６分には村中が連続得点しペースをつかむ。東川は立ち上がりこそ悪かったものの，プレスが利き始めてからは長短のパスとＦＷの裏への飛び出しで攻撃にリズムが生まれ，９分には高畑が得点し，さらに23分には白木が決めて試合を振りだしに戻す。後半はフィジカルで神居東が上回るが，セカンドボールを拾う東川ペースで試合が進むが，ポストに阻まれドローに終わった。 
第３節　４月29日（水）コンサフィールド東川 
D2B 春光台１－１（０－０）六　合
得点者　米山（35分）（春）杉森（37分）（六） 
　前半風上をとった春光台は朝倉を中心に細かいパスワークからサイドを崩し得点機をうかがう。対する六合は杉森と新村のホットラインからシンプルにスペースをねらい一進一退の攻防が続く。徐々にスピードを生かして六合がペースをつかみシュートチャンスを作るが春光台ＧＫ森下が後方からＤＦ陣を組織し集中を切らさない。春光台も次第に落ち着きを取り戻し拮抗したゲームとなる。35分春光台は左サイドを崩し，ゴール前にクロスを入れると，リバウンドを米山がダイレクトでシュートし先制する対する六合も中盤から積極的にプレッシャーをかけてボールを奪い，新村がドリブルで中央を突破し同点シュートを決めドローにもちこんだ。 
D1 コンサドーレ旭川４－０（０－０）東　光
得点者　石井（33分），渡部（49分，55分），岸本（58分）（コ）[image: image5.jpg]


　退　場　山下（東）
　立ち上がりコンサがボールを支配相手神内でゲームを進めるものの，東光は久保を中心にディフェンスを高く上げ，中盤でも五島，加賀美が体をはり，決定機を作られない。14分コンサ石井が縦パスに反応してＧＫと１対１になる。しかし，東光ＧＫが思わず決定機を阻止し，退場となる。10人になった東光に対しコンサが攻め続けるものの前半は無得点で終わる。後半開始早々コンサは右サイド村上の縦パスに抜け出した石井が冷静に決め先制する。さらに49分右サイドに出たスルーパスを橋本がゴールラインまで切れ込みグラウンダーのセンタリング。これを渡部が合わせ追加点をあげる。さらに55分同様の形で三浦雅がセンタリング，再び渡部が合わせて３点目をあげる。58分には左サイドを抜け出した岸本がゴール前で切り返して４対０とする。東光も田中を中心にいくつかの決定的を作ったがものにできず，敗れた。
D1 北　都２－１（０－１）啓　北
得点者　上野（41分，49分）（北）西根（24分）（啓） 
　立ち上がり啓北が押し気味に試合を進める。保田がバランスよく配球し得点チャンスをうかがう。一方北都は右サイドの工藤を起点にカウンターをねらう展開となる。24分啓北は斉藤寿のクロスを西根がゴールまで落ち着いて決めて先制する。後半は啓北がいくつかの決定機を逃した後北都が少ないチャンスを生かして反撃。41分にはＤＦラインの裏に抜け出した上野がループシュートを決めて同点に追いつくと，49分には工藤が右サイドからセンタリング，フリーで待っていた上野が逆転のボレーシュートを決め，初勝利をあげた。
D1 明　星１－０（１－０）永山南
得点者　大森健（19分）（明）　警　告　田中（明） 
　両チームともシンプルに裏をねらう展開となる。やや永山南が押し気味に試合を進めるが，明星は大平を中心として粘る強い守備を見せる。19分明星はＤＦラインの背後に送ったボールにＦＷが反応，クリアされたボールを大森健が冷静に蹴りこみ先制点をあげる。後半に入り永山南はＦＷ山本のボールキープと右サイド近藤のスピードから反撃を試みるが，明星も中盤で片山が豊富な運動量でチャンスの芽をつぶす。さらに最終ラインの大平も安定した守備を見せ，虎の子の１点を守りきった。
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